理論G会議　メモ　





（東京26062007石井）
1. これまでのサラワク+モンゴル検討会を受けて（配布資料）
2. 各自のモデル構想→モデルの全体構造構想　大・中・小で捉える→サラワクGの人に意見をもらう
3. モデルの全体像（各モデルの位置づけ・フィールド観測との関係）　（未）
4. プロジェクトのGOALの見通し（新しい点・役に立つ点…）　　　 （未）
5. 今年度の予定（決定済み期日）

各モデル案紹介

山村：　環境質-人口分布モデル
（人間による草原への負荷→生態系（草原）の質の変化→人間の移動動機付け→分布パターン）から草原の質と人間の分布についてモデル化

· 都市と農村の2地域での人間分布（移動）と草原の質の相互作用のダイナミックス

· 多点モデルへの拡張の可能性
· 「大スケール」での話に使えるのではないか（石井）

中丸：　アナツバメの巣の個体群個体群動態モデル（レジュメ参照）
（[除去+劣化]→ツバメによる営巣場所選択→再生→・・・）
から自然資源の持続的管理法について考察するモデル

・　人間による収奪の2形態（OE,CO）とツバメによる空間記憶による場所の選択性（メカニズム？）

· 最適な収穫戦略（所有権・密猟規制の仕方も）

· ツバメの行動・生態についてのさらなる知見が必要？
· モンゴルの草原管理問題へつながる可能性
小林：　ヒステリシスと経済活動の融合の可能性（詳細省略）

石井：「気候・地形→潜在植生推定」、「人間･家畜分布統計・微小環境選好性→人間作用分布パターンのスケールダウン」から「中スケール」相互作用モデルスキームの提示（pptファイル参照）
近藤：　（またアイデアをお知らせください）
今後の予定

10月15-16日　理論G研究会（地球研）まで：　3つのスケールでそれぞれがモデル化を進める。また可能な範囲でスケールをつなぐものを作ってみる（まず山村[大]と石井[中]か？）。またパラメーター、シナリオの検討は随時モＧサＧと議論を。
11月7-9日・全体会議（地球研）まで：（理）各モデルの高度化と必要データの整理、モGサGとの意見交換→　来年度からの体制について議論。

12月中旬：　地球研プロジェクト発表会

9月ごろ（学振発表後）：来年度雇用者の選定を具体化?
9/1-9/8　モンゴル視察　　石井･中丸・小林（キャンセルの可能性も）→石井が予約

モンゴルG会議　メモ
平田さん（帯広畜産大）畜産の調査のデータ項目について
畜産シリアからモンゴル（広島大・開發さん）

「モデル側から必要なデータを挙げて欲しい」

· 参加プロジェクト：　地球研（奥宮・高地プロ）、広大・開發プロ

